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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第29期

第２四半期累計期間
第28期

会計期間
自平成26年８月１日
至平成27年１月31日

自平成25年８月１日
至平成26年７月31日

売上高 （千円） 8,475,137 14,616,459

経常利益 （千円） 399,610 831,077

四半期（当期）純利益 （千円） 187,905 410,209

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 550,356 550,356

発行済株式総数 （株） 1,654,300 1,654,300

純資産額 （千円） 2,344,425 2,173,063

総資産額 （千円） 7,528,409 7,720,347

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 56.79 157.20

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 52.84 143.57

１株当たり配当額 （円） 10.00 10.00

自己資本比率 （％） 31.1 28.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 343,027 1,460,026

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △625,657 △824,215

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △482,815 467,283

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 （千円） 2,113,698 2,879,143

 

回次
第29期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成26年11月１日
至平成27年１月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 37.04

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．当社は平成26年７月10日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場しているため、平成26年７

月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から平成26年７月期末までの平均株価を期

中平均株価とみなして算定しております。

５．平成27年２月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、第28期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

６．当社は、第28期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第28期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社

は、前第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較分析は行って

おりません。

 

(1）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融政策を背景に、円安・株高の

傾向が続き、企業業績の改善や雇用情勢の好転により、緩やかな景気回復の動きがみられております。しかしなが

ら、消費税率の引き上げによる実質所得の低下や物価上昇の懸念もあり、依然として先行きは不透明な状況であり

ます。

外食業界におきましては、原材料価格やエネルギーコストの上昇、人手不足による人件費の高騰及び人員確保

リスクの増大に加え、中食・コンビニエンスストア等を代表とする業態を超えた顧客獲得競争が激しさを増し、予

断を許さない状況が続いております。

このような状況の中、当社では新規出店を強化し「鳥貴族」の認知度を高めるとともに、「国産国消への挑

戦」をコーポレートメッセージとして掲げ、さらなる商品力の向上とブランド力の強化に取り組んでまいりまし

た。当第２四半期累計期間は首都圏を中心に25店舗の新規出店を行い、当第２四半期会計期間末日における「鳥貴

族」の店舗数は387店舗（前事業年度末比24店舗純増）となりました。当社の直営店につきましては、当第２四半

期累計期間は18店舗の新規出店を行い、当第２四半期会計期間末においては208店舗（前事業年度末比18店舗純

増）となりました。

以上の結果、売上高は8,475,137千円となり、売上総利益は5,844,918千円、営業利益は403,482千円、経常利益

は399,610千円、四半期純利益は187,905千円となりました。

なお、当社は飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は7,528,409千円となり、前事業年度末と比較して191,937千円の減少となりま

した。これは主に新規出店に伴い有形固定資産が増加した一方、新規出店のための設備投資及び法人税等の納付に

より現金及び預金が減少したこと等によるものであります。

当第２四半期会計期間末の負債は5,183,983千円となり、前事業年度末と比較して363,300千円の減少となりまし

た。これは主に買掛金、資産除去債務が増加した一方、長期借入金の返済を行ったこと等によるものであります。

当第２四半期会計期間末の純資産は2,344,425千円となり、前事業年度末と比較して171,362千円の増加となりま

した。これは利益剰余金が、四半期純利益の計上により増加した一方、配当金の支払いにより減少したことによる

ものであり、自己資本比率は31.1％（前事業年度末は28.1％）となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較し765,444千円減少し、2,113,698千

円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは343,027千円の収入となりました。これは

主に、税引前四半期純利益399,290千円、減価償却費340,814千円を計上した一方、前受収益の減少160,307千円、

法人税等の支払額285,189千円を計上したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは625,657千円の支出となりました。これは

主に、新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出509,224千円及び差入保証金の差入による支出87,920千円を

計上したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは482,815千円の支出となりました。これは

主に、長期借入金の返済による支出618,139千円を計上した一方、長期借入れによる収入240,000千円を計上したこ

と等によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,141,200

計 5,141,200

（注）　平成26年12月５日開催の取締役会決議により、平成27年２月１日付で株式分割に伴う定款の変更を行い、発行可

能株式総数は5,141,200株増加し、10,282,400株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年３月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,654,300 3,531,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であります。単元株式数

は100株であります。

計 1,654,300 3,531,600 － －

（注）１　平成27年２月１日付をもって普通株式１株を２株に株式分割し、発行済株式総数が1,654,300株増加しており

ます。

２　平成27年２月１日から平成27年２月28日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が223,000

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ12,482千円増加しております。

３　「提出日現在発行数」欄には、平成27年３月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年11月１日～

平成27年１月31日
－ 1,654,300 － 550,356 － 540,356

（注）１　平成27年２月１日付をもって普通株式１株を２株に株式分割し、発行済株式総数が1,654,300株増加しており

ます。

２　平成27年２月１日から平成27年２月28日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が223,000

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ12,482千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

  平成27年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

株式総数に
対する所有
株式数の割
合
（％）

大倉　忠司 大阪府東大阪市 620,000 37.47

株式会社大倉忠 大阪府東大阪市荒川２丁目13番12号 200,000 12.08

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 106,200 6.41

鳥貴族従業員持株会 大阪市浪速区立葉１丁目２番12号 96,600 5.83

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 87,000 5.25

THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A. LONDON

SECS LENDING OMNIBUS ACCOUNT

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営

業部）

WOOLGATE HOUSE,COLEMAN STREET LONDON EC2P

2HD, ENGLAND

（東京都中央区月島４丁目16番13号）

42,500 2.56

近畿大阪２号投資事業組合 東京都中央区日本橋茅場町１丁目10番５号 20,000 1.20

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２番２号 20,000 1.20

麒麟麦酒株式会社 東京都中野区中野４丁目10番２号 20,000 1.20

中西　卓己 大阪市住吉区 15,000 0.90

計 － 1,227,300 74.18

（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株数のうち、信託業務に係る株式数は、

106,200株であります。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株数のうち、信託業務に係る株式数は、87,000

株であります。

３．上記野村信託銀行株式会社（投信口）の所有株数のうち、信託業務に係る株式数は、20,000株であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,652,900 16,529

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元未満株式 普通株式　　　　1,400 － －

発行済株式総数 1,654,300 － －

総株主の議決権 － 16,529 －

 

②【自己株式等】

平成27年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年11月1日から平成27年

１月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年８月１日から平成27年１月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例
当四半期報告書は「企業内容等開示ガイドラインの24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対比は行っ

ておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年７月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,827,362 2,093,477

売掛金 97,782 109,981

商品及び製品 64,294 70,006

原材料及び貯蔵品 16,146 16,855

その他 608,578 621,159

流動資産合計 3,614,164 2,911,480

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,558,671 2,933,673

その他（純額） 420,335 450,906

有形固定資産合計 2,979,006 3,384,580

無形固定資産 22,097 26,116

投資その他の資産   

差入保証金 851,568 935,939

その他 263,007 279,488

貸倒引当金 △9,496 △9,196

投資その他の資産合計 1,105,079 1,206,231

固定資産合計 4,106,182 4,616,928

資産合計 7,720,347 7,528,409

負債の部   

流動負債   

買掛金 502,942 565,605

1年内返済予定の長期借入金 939,375 752,939

未払金 641,752 685,258

未払法人税等 296,358 199,717

賞与引当金 183,175 169,472

その他 698,831 671,899

流動負債合計 3,262,435 3,044,893

固定負債   

長期借入金 1,498,227 1,306,524

退職給付引当金 22,181 25,456

資産除去債務 451,227 502,998

その他 313,211 304,110

固定負債合計 2,284,847 2,139,090

負債合計 5,547,283 5,183,983

純資産の部   

株主資本   

資本金 550,356 550,356

資本剰余金 540,356 540,356

利益剰余金 1,082,351 1,253,713

株主資本合計 2,173,063 2,344,425

純資産合計 2,173,063 2,344,425

負債純資産合計 7,720,347 7,528,409
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年８月１日
　至　平成27年１月31日)

売上高 8,475,137

売上原価 2,630,219

売上総利益 5,844,918

販売費及び一般管理費 ※ 5,441,436

営業利益 403,482

営業外収益  

受取利息 75

保険解約返戻金 13,158

その他 6,737

営業外収益合計 19,971

営業外費用  

支払利息 18,836

支払手数料 2,757

その他 2,248

営業外費用合計 23,842

経常利益 399,610

特別損失  

固定資産除却損 320

特別損失合計 320

税引前四半期純利益 399,290

法人税、住民税及び事業税 202,818

法人税等調整額 8,566

法人税等合計 211,385

四半期純利益 187,905
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年８月１日
　至　平成27年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 399,290

減価償却費 340,814

貸倒引当金の増減額（△は減少） △300

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,702

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,275

受取利息及び受取配当金 △75

支払利息 18,836

保険解約返戻金 △13,158

固定資産除却損 320

売上債権の増減額（△は増加） △12,199

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,421

未収入金の増減額（△は増加） △43,897

仕入債務の増減額（△は減少） 62,663

未払金の増減額（△は減少） 29,236

前受収益の増減額（△は減少） △160,307

長期前受収益の増減額（△は減少） △23,804

その他 66,024

小計 646,594

利息及び配当金の受取額 75

利息の支払額 △18,452

法人税等の支払額 △285,189

営業活動によるキャッシュ・フロー 343,027

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △6,618

有形固定資産の取得による支出 △509,224

無形固定資産の取得による支出 △8,400

権利金の取得による支出 △33,927

差入保証金の差入による支出 △87,920

差入保証金の回収による収入 3,549

保険積立金の積立による支出 △7,499

保険積立金の解約による収入 23,953

その他 430

投資活動によるキャッシュ・フロー △625,657

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 240,000

長期借入金の返済による支出 △618,139

リース債務の返済による支出 △84,736

配当金の支払額 △16,301

その他 △3,638

財務活動によるキャッシュ・フロー △482,815

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △765,444

現金及び現金同等物の期首残高 2,879,143

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,113,698
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げら

れた定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から均等補正した給付算定式基準へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っておりま

す。

この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金及び利益剰余金、並びに、当第２四半期累計期間

の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。
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（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成26年８月１日
　　至　平成27年１月31日）

給与手当 833,356千円

雑給 1,933,077

地代家賃 670,454

減価償却費 338,103

賞与引当金繰入額 167,665

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成26年８月１日
至　平成27年１月31日）

現金及び預金勘定 2,093,477千円

預入期間が３か月を越える定期預金 △122,147

預け金 142,367

現金及び現金同等物 2,113,698

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自平成26年８月１日　至平成27年１月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月29日

定時株主総会
普通株式 16,543 10.00  平成26年７月31日  平成26年10月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月６日

取締役会
普通株式 16,543 10.00  平成27年１月31日  平成27年４月10日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　平成26年８月１日　至　平成27年１月31日）

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成26年８月１日
至　平成27年１月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 56円79銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 187,905

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 187,905

普通株式の期中平均株式数（株） 3,308,600

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 52円84銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 247,733

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

（注）　当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当該株式分割が当

事業年度の期首に行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

（株式分割）

当社は、投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様にとってより投資しやすい環境を整え、

株式の流動性の向上及び投資家層の拡大を図ることを目的として、平成26年12月５日開催の取締役会決議に基づき

株式の分割を行っております。これにより、平成27年２月１日付をもって発行済株式の総数が1,654,300株増加し

ております。

当該株式の分割の内容は、以下のとおりであります。

(１)平成27年２月１日付をもって、普通株式１株を２株に分割する。

(２)分割の方法

平成27年１月31日（土曜日）(当日は株式名簿管理人が休業日であるため、実質的には平成27年１月30日(金曜

日))を基準日とし、同日の最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する普通株式１株につき２株の割

合をもって分割しております。

なお、１株当たり情報に及ぼす影響につきましては、「第４ 経理の状況 １．四半期財務諸表 注記事項（１株

当たり情報）」に記載しております。
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２【その他】

 平成27年３月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

① 配当金の総額 16,543千円

② 1株当たりの金額 10円00銭

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成27年４月10日

 （注） 平成27年１月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

平成27年３月13日

株式会社鳥貴族

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　康仁   ㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　潔     ㊞

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鳥貴族
の平成26年８月１日から平成27年７月31日までの第29期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年11月１日から平成27年
１月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年８月１日から平成27年１月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ
ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鳥貴族の平成27年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す
る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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